
（様式６）

1

由利森林管理署

方法 数量 方式 数量 場所 積込機械
片道運搬

距離
数量

林地
傾斜

延長 編柵 緑化
薬剤散布

（スミパイン）
 ha ％ 本 ㎥ ㎥ cm ㎥ ㎥ ㎥ ｍ ㎥ 緩・中・急 ｍ ｍ ㎡ ｈ ㎥ ℓ ｋｍ

大荒沢 保育間伐（活用型） フォワーダ 1228 249 大内総合支所

１０む 水涵保 秋田スギ 57 間伐　列状（1伐3残） 3.91 25 1104 338 0.31 20 249 全木 338 プロセッサ 249 山元 急 10.1

大荒沢 育成受光伐 フォワーダ 1321 82 大内総合支所

１０う 水涵保 秋田スギ 77 複層伐　定性 0.52 50 55 111 2.02 52 82 全木 111 プロセッサ 82 山元 中 10.1

大荒沢 保育間伐（活用型） フォワーダ 924 664 大内総合支所

１０の 水涵保 秋田スギ 91 間伐　定性 3.60 27 801 901 1.12 38 664 全木 901 プロセッサ 664 山元 緩 10.1

大荒沢 保育間伐（活用型） フォワーダ 1135 1,380 大内総合支所

１１い 水涵保 秋田スギ 33 間伐　列状（1伐2残） 10.59 33 3564 1869 0.52 26 1380 全木 1,869 プロセッサ 1,380 山元 中 10.1

大荒沢 保育間伐（活用型） フォワーダ 276 108 大内総合支所

１１ろ１ 水涵保 秋田スギ 43 間伐　列状（1伐3残） 1.44 25 403 147 0.36 20 108 全木 147 プロセッサ 108 山元 急 10.1

大荒沢 保育間伐（活用型） フォワーダ 236 218 大内総合支所

１１は 水涵保 秋田スギ 33 間伐　列状（1伐3残） 2.88 25 679 296 0.44 22 218 全木 296 プロセッサ 218 山元 中 10.1

大荒沢 育成受光伐 フォワーダ 663 140 大内総合支所

１１は２ 水涵保 秋田スギ 92 複層伐　定性 0.97 44 211 190 0.9 32 140 全木 190 プロセッサ 140 山元 中 10.1

大荒沢 保育間伐（活用型） フォワーダ 125 282 大内総合支所

１１に 水涵保 秋田スギ 36 間伐　列状（1伐3残） 3.50 25 840 383 0.46 24 282 全木 383 プロセッサ 282 山元 中 10.1

大荒沢 保育間伐（活用型） フォワーダ 259 577 大内総合支所

１１へ 水涵保 秋田スギ 38 間伐　列状（1伐3残） 8.22 25 2436 782 0.32 22 577 全木 782 プロセッサ 577 山元 中 9.5

大荒沢 保育間伐（活用型） フォワーダ 2374 241 大内総合支所

１１と 水涵保 秋田スギ 37 間伐　列状（1伐3残） 4.13 25 1283 327 0.25 20 241 全木 327 プロセッサ 241 山元 急 10.1

大荒沢 保育間伐（活用型） フォワーダ 326 72 大内総合支所

１１と１ 水涵保 秋田スギ 36 間伐　列状（1伐3残） 1.40 25 371 97 0.26 18 72 全木 97 プロセッサ 72 山元 急 10.1

大荒沢 保育間伐（活用型） フォワーダ 2029 41 大内総合支所

１１と２ 水涵保 秋田スギ 100 間伐　定性 0.30 30 86 56 0.65 32 41 全木 56 プロセッサ 41 山元 緩 10.1

大荒沢 保育間伐（活用型） フォワーダ 2089 289 大内総合支所

１１り 水涵保 秋田スギ 35 間伐　列状（1伐3残） 4.90 25 1447 392 0.27 20 289 全木 392 プロセッサ 289 山元 急 10.1

大荒沢 保護伐 フォワーダ 1911 658 大内総合支所

１１り１ 水涵保 秋田スギ 93 皆伐　 1.83 100 1203 892 0.74 30 658 全木 892 プロセッサ 658 山元 急 10.1

大荒沢 保育間伐（活用型） フォワーダ 2098 180 大内総合支所

１１り２ 水涵保 秋田スギ 34 間伐　列状（1伐3残） 2.08 25 482 244 0.51 26 180 全木 244 プロセッサ 180 山元 急 10.1

大荒沢 保育間伐（活用型） フォワーダ 368 492 大内総合支所

１１る 水涵保 秋田スギ 40 間伐　列状（1伐3残） 6.56 25 1714 668 0.39 22 492 全木 668 プロセッサ 492 山元 中 9

大荒沢 育成受光伐 フォワーダ 1005 643 大内総合支所

１１る４ 水涵保 秋田スギ 105 複層伐　定性 2.60 45 617 872 1.41 40 643 全木 872 プロセッサ 643 山元 急 9

フォワーダ 6,316 BH0.45 RC-80
薬剤は

150倍希釈
6m　50枚

59.43 17296 8,565 6,316 8,565 6,316 グラップル付トラック 0 15384 90 140 3,600 180日間

森林作業道作設の林地傾斜欄の区分は以下のとおり。
　緩：０°～２０°、中：２０°～３０°、急：３０°以上

　　令和５年度  　　　　　　森林環境保全整備事業請負　林分条件調査表
物件番号

物件名 森林環境保全整備事業（大荒沢国有林）

国有林名

林小班

保安林
種別等

主要樹種
林
齢

事業区分

伐採方法　伐採方法の細分

面積
備　考本数 材積

立木１
本当り
材積

平均
胸高
直径

伐
採
率

立木資材量

予定生
産量

予定作業量
最寄り市町
村からの距

離
砂利
数量 鉄板

規格*枚数

伐倒 集・造材 小運搬巻立 森林作業道作設 林地保全
土場作
設等



別紙  

 

    森林環境保全整備事業（大荒沢国有林） 

検知業務作業内訳書 

 

                              単位：ｍ３ 

物件番号 材 種 作 業 工 程 予 定 数 量 備  考 

１号 素 材 （１）の業務 ３，６１０  

  （２）の業務 ４８  

  （３）の業務   

  （４）の業務   

  （５）の業務 ２，６５８  

 計  ６，３１６  

注１ 各物件の内訳数量を、検知業務請負契約の作業内容毎に基づき記載すること。 

 

検知業務請負（作業内容） 

 

（１）の業務  素材の長級・径級を測定、木口表示を行い、指定野帳に記入し、

巻立標示板の貼り付け、スプレーの塗布を行う作業。 

                             

（２）の業務   素材の長級・径級を測定、品等格付け、木口表示を行い、指定野       

帳に記入し、巻立標示板の貼り付け、スプレーの塗布を行う作業。 

 

（３）の業務  素材の長級・径級を測定、品等格付け、木口表示を行う作業、ト

ラック運材の積み込み本数を確認し送状に記載・交付する作業、及

び最終貯木土場において指定野帳に記入し、巻立標示板の貼り付け、

スプレーの塗布を行う作業。 

 

（４）の業務  素材の長級・径級を測定、品等格付け、木口表示、材積計算を行

い、送状（概算引渡物件明細書）を交付し、スプレーの塗布を行う

作業。 

 

（５）の作業  低質材及び低評価一般材の層積検知（縦、横、高さを測る）を行

い指定野帳に記載し、巻立標示板の貼り付け、スプレーの塗布を行

う作業。 

 



１号　大荒沢国有林 由利森林管理署

人員輸送車 徒歩往復
片道距離 所要時間

ha km 分

1 １１り１ 1.83 中 中 中 急 10.1 76 一貫作業

計 1.83

令和５年度　森林環境保全整備事業　地拵条件調査表

枝条整理工程

易・中・難

傾斜補正

緩・中・急

通勤

備考
物件
番号

林小班
面積

刈払工程

易・中・難

植生の混交歩合

易・中・難



１号　大荒沢国有林 由利森林管理署

人員輸送車 徒歩往復 ha当たり
片道距離 所要時間 本数

ha km 分 分 本 本

1 １１り１ 1.83 中 12.2 76 5 2200 4050
スギ

コンテナ苗
一貫作業

計 1.83 4050

令和５年度　森林環境保全整備事業　植付条件調査表

物件
番号

林小班
面積

植付難易区分
通勤

備考
植付
樹種

易・中・難

苗木人背往復
所要時間

植付本数

総本数


